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る冊子や書籍による広報活動が不足しており、日本協会の情報を書いたものによって全

国に広報宣伝することも重要なことと考えるからです。

次に財務体制の強化があげられます。事業活動を更に活発化するには財源的な裏づけ

が必要であることは明白です。

財務体制強化についてはとりもなおさず収入の増を図ることですが、具体的には以下

に力点をおいて活動してまいります。

ひとつは会費納入の確立です。現在会員でありながら会費の未納者がかなりおられま

すが、会員である以上自覚を持って会費を納入していただけるよう、会費納入の促進活

動を推進します。

しかしながら会費を納入するだけで特典がなければ、やがては退会の方向になってし

まいます。会員の特典として各種大会の割引入場ができるよう、関係団体と協議を進め

てまいります。

次には会員の増加です。個人会員、法人賛助会員とも新会員獲得に努力してまいりま

す。具体的に個人会員については一役員１名以上獲得を目指し、法人会員については理

事長自ら交渉にあたります。

現在会報「バスケットボールプラザ」に有料広告を掲載しておりますが、これら広告

の掲載社の増加を図ります。法人会員になりにくい会社であっても、広告ということで

あれば賛同いただける可能性があるからです。広告獲得については編集部と協力して進

めていきたいと思います。

次に各団体に対する助成の問題があります。助成については単に金銭的助成だけでは

あまり意味がなく、それらの団体と緊密に連携して相互扶助の体制を築いてこそ助成が

生きてくるものと考えます。

知的障害者に対する支援についても、金銭的助成だけでなく、彼らの大会の手助けを

するなど、行動面でも協力していく必要があるからです。

以上、基本的なことがらをいくつか掲げましたが、これらを実行していくためには会

員一人ひとりの協力が必要なことはいうまでもありません。

日本のバスケットボールを振興、発展させてこそ、日本の国際的な地位が向上すると

考えます。

今後ともご理解とご協力、ご指導ご鞭捷をよろしくお願い申し上げます。

以上
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[編集部］

６月９日からスペインのマドリードで開催された、北京オリンピック世界最終予選で、

日本は予選リーグでセネガルに勝って１勝をあげたが、予選リーグ２試合目にラトビアに

敗れてグループＡで第２位となった。

進出した準々決勝でＢグループ１位のチェコと対戦したが、力及ばず敗れて敗者復活の

準決勝に回った。敗者復活の準決勝１回戦ではキューバに敗れて念願の北京行き切符は獲

得できなかった。

スペインへ出かけて実際に観戦した人の話では、日本のプレイのかなりの部分が相手に

分析されていて、武器である３Ｐシュートもまともには打たせてもらえなかったという。

しかしながら、ヨーロッパのチームに対して全く歯が立たなかったわけではなく、やり

方次第では世界最終予選で勝ち残れる見通しがないわけではなさそうだ。今回、男女とも

オリンピック出場を逃がしてしまったが、４年後を見据えてしっかりと強化を進めていく

ことが必要となった。それにはまず日本協会の正常化が先決問題であろう。

予選ラウンド：１回戦
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ＦＩＢＡ女子オリンピック世界最終予選

日本代表は敗退

日本 ●セネガル

６９

○

７１

第１ピリオド

日本は＃１４田中の３Ｐシュートで先制、その後セネガルが連続ジャンプシュートで逆

転するが、日本も＃５小磯がバスケットカウントを決めて９－６とリードする。日本は一

時得点が止まるが、交替した＃４相津が３Ｐを決めて流れを引き寄せる。残り１２秒で＃

１０矢野が３Ｐを決めて２２－１９の３点リードで終わる。

第２ピリオド

開始早々、日本は＃５小磯のゴール下シュートが決まって２４－１９とする。日本はこ

こからセネガルのドライブインをマークして４分間無得点に抑える。残り４分から＃１０

矢野の３Ｐ，＃１３大神らのシュートが決まり、残１分には３８－２７と一気に点差を広

げ前半を終わって３９－２７と日本がリードする。

第３ピリオド

後半早々＃１３大神がスティールから速攻を決めて４１－２７とする。しかしセネガル

もハイポストあたりから連続してシュートを決め、２分を経過したところで４１－３１と

再び１０点差になる。しばらく得点が止まっていた日本は、＃１４田中のバスケットカウ

ントで４４－３１としたが、セネガルも３Ｐを決めて４４－３４と譲らない。徐々にセネ

５



予選ラウンド：２回戦
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●日本

６９

ラトビア○

８３

第１ピリオド

日本はラトビアに先制点を許すが、直後に＃８三谷の３Ｐシュート、＃５小磯がフック

シュートで対抗する。日本は高さを意識してかシュートミスが続くが、ディフェンスの速

い寄りとリバウンドを死守して食らいつく。最後は＃１５内海の残り０秒のシュートが相

手ファウルを誘い、フリースローを決めて１９－２０の１点差で終わる。

第２ピリオド

日本は第１ピリオド終盤から使い始めた２－１－２ゾーンをアジヤストされ、ラトビア

の３Ｐシュートなどが立て続けに決まり、２０－２７と引き離される。ディフェンスをマ

ンツーマンに戻した日本は、＃４相湧、＃８三谷が３Ｐシュートなどを決め３３－３４と

する。その後も激しいディフェンスでリズムをつかむと、＃４相津から＃５小磯へ絶妙な

パスがとおったり、＃７石川のシュートなどで対抗した。しかし終盤日本のファウルがか

さんで相手にフリースローを与え、３７－４１の４点ビハインドで前半を終える。

第３ピリオド

日本は＃１０矢野が連続で３Ｐを決め、残り７分に４６－４３と逆転に成功。ラトビア

もインサイドにボールを集めて再逆転する。日本は＃１２吉田が相手の高さをかし､くぐっ

て連続してインサイドへの切れ込み、５分を過ぎたところで５０－５２と迫る。その後ラ

トビアが速攻から得点し残り３分に５６－５２とラトビアリードとなる。タイムアウト後

日本は＃１０矢野の３Ｐシュート、＃６矢代のアシストから＃１２吉田の連続得点で一気

に逆転し、６１－５８の３点リードで最終ピリオドへ。

第４ピリオド

開始早々ラトビアの連続シュートで逆転される。日本は＃１０矢野の６本目となる３Ｐ

シュートで再逆転する。しばらくこう着状態がつづくが日本のミスから速攻を許し６４－

６８と逆転される。日本はラトビアのイン・アウトのバランスよいオフェンスに苦しめら

６

ガルのディフェンスが激しさを増し、攻守のリズムも激しく入れ替わる。残り１分日本は

＃７石川が連続得点し、残り１６秒には＃１０矢野がフリースローを決めて５９－４７と

して最終ピリオドへ。

第４ピリオド

開始からこう着状態だったが、２分をすぎたあたりからセネガルがジャンプシュートを

皮切りに怒涛の攻撃を仕掛ける。日本のミスも重なって残り６分に５９－５７の２点差に

迫られる。日本はタイムアウト後もミスが続き、残り３分半には６３－６３の同点に追い

つかれる。日本は＃１３大神の連続得点でしのぐがセネガルも連続シュートで対抗する。

残り３２秒ゴール下でノーマークとなった＃５小磯へ＃１０矢野からパスがとおり、７１

－６９と日本が勝ち越してきわどいゲームを勝利した。
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以上の対戦成績から日本はグループＡの第２位が決定し、次の準々決勝でグループＢの

第１位チェコと対戦することとなった。

予選ラウンドの成績

準々決勝

準々決勝は各グループの１位と２位がたすきがけに対戦し、ここで勝った４チームにオ

リンピック出場権が与えられる。日本はチェコと対戦、平均身長差が８ｃｍ下回る日本は

出だしでリードしたが相手の高さに苦しめられ、次の準決勝へ回ることとなる。

れながらも、＃７石川のドライブインでファウルをもらいフリースローを決めてつなぐ。

残り４分半＃６矢代のステップインで６９－７１と迫ったが、ここからミスを連発して失

速。

日本は最後までボールに食らいつくが、ラトビアも冷静にこれをかわし、結局６９－８３

でラトビアに勝利を許す。

’
チエコ ○

７６

●日本

６４

第１ピリオド

開始早々チェコがゴール下のシュートを決めて先行。日本もすぐに＃１４田中が入れ返

す。チェコの高さに対抗する日本は、果敢にドライブインで攻め、リバウンドでも頑張っ

て残り５分に＃１３大神のジャンプシュートで１０－７とリードする。日本の必死のディ

フェンスにチェコのシュートが落ち６分間無得点に抑えたが、終盤日本のターンオーバー

からの得点などで追い上げられ、２１－１６の５点リードで終わる。

第２ピリオド

チエコは連続得点で２１－２０とすぐに追いつく。この後日本はミスが続きオフェンス

のリズムが悪い。３分を過ぎたところで＃１３大神のシュートでようやく得点、その後こ

う着状態となり、なかなか得点が伸びない。残り４分＃１３大神が３Ｐシュートを決める

が､チェコも３Ｐシュートで対抗｡終盤日本にミスが続きその隙にチェコが速攻を決めて、

２６－２７と逆転されて前半を終わる。

第３ピリオド

徐々に日本のディフェンスが甘くなり、ミスも重なってチェコの猛攻を許し残り７分で

７

グループ 1位 ２位 3位

Ａ
－

フ トビア 日本 セネガル

Ｂ チェコ アンゴラ アルゼンチン

Ｃ ブラジル スペイン フィジー

， キューバ ベラルーシ チャイニーズタイペイ



Ｄ２ベ ラルーシ

準々決鴎結果：

Ａ１ラトビア

升
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オリンピック出場

Ｂ２アンゴラ

Ａ２日本

オリンピック出場

Ｂ１チェコ

Ｃ１ブラジル

オリンピック出場

２８－３８の１０点差となってしまう。日本はインサイドにもポールが入らず、＃１４田

中や＃１３大神のシュートが単発で決まるだけとなった。結局差を詰めることができずに

４１－５０の９点ビハインドで終了。

第４ピリオド

日本はビハインドを追って必死に粘る。＃５小磯がインサイドに切れ込んでつなぐが、

チエコの高さに苦しんで攻撃のリズムが作れず、残り６分で４９－６１となり後半２回目

のタイムアウト。その後＃８三谷の３Ｐシュートや＃５小磯のアシストから＃１３大神が

ジャンプシュートを決めて５４－６１と追い上げる。ディフェンスでもオールコートプレ

スで相手を苦しめるが、高さには抗しようがなく徐々に点差が離れる。日本は必死の追い

上げも実らず６４－７６の点差で敗れた。

Ｃ２スペイン

オリンピック出場

Ｄ１キューバ

敗者復活戦準決勝：

準決勝は、準々決勝で敗れた４チームがトーナメント方式により戦い、残りひとつのオ

リンピック出場枠を争う過酷な競技方法で行われ、日本は最初にキューバと対戦した。
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●日本

５８

キューバ○

６６

第１ピリオド

日本は＃５小磯のフックシュートで先制するが、キューバもすぐに入れ返す。序盤は入

れあいとなり一進一退の攻防が続く。日本は＃８三谷や＃１０矢野が３Ｐシュートを決め

るがキューバも高さを生かして得点し、１８－２１とキューバがリードして終わる。

第２ピリオド

８



日本はキューバのリバウンドに対応できず苦しむ。オフェンスでもインサイドにボール

が入らず、なかなかシュートチャンスが作れない。残り５分キューバの３Ｐシュートが決

まって２０－２９と点差が開く。この後日本はミスもでてキューバに速攻を許し、残り１

分半には２４－３５となり、結局２６－３７とキューバがリードして終わる。

第３ピリオド

１１点のビハインドを追う日本は＃１０矢野の３Ｐシュートや＃５小磯のゴール下シュ

ートなどで追い上げるが、リバウンドを支配されて点差を詰めるにはいたらず、残り４分

にタイムアウト。タイムアウト後もパスミスやディフェンスのミスなどが続き、残り２分

に３５－５１と引き離される。残り１分＃４相津の３Ｐシュートが決まり、オールコート

ディフェンスで相手のミスを誘い、終了間際に＃７石川が３Ｐシュートを決めて４３－５

３で最終ピリオドへ。

第４ピリオド

追い上げたい日本だがキューバの連続シュートで４３－５７と引き離される。しかし、

必死のリバウンドから＃８矢代のバスケットカウント、＃１３大神のジャンプシュート、

＃１１山田のゴール下シュートなどで、残り４分半に５４－５９と猛追する。キューバタ

イムアウトの後、必死のディフェンスから＃１２吉田、＃１１山田らがシュートを決め、

残り３分で５８－５９の１点差まで詰め寄る。その後も必死のリバウンドなどでチャンス

をつかむが得点にはいたらず、ルーズボールの負けやミスなどで相手に得点されて逆転す

ることができず、結局５８－６６で敗れた。これで日本の北京オリンピック出場の夢は消

え去った。

敗者復活・準決勝・決勝：

キ ュ ーバ

日本

アンゴラ

ブラジル

オリンピック出場

＜今後に向かって＞

残念ながら北京オリンピック出場はならなかったが、４年後のロンドンへ向けて今回の

結果を分析反省してすぐにでも次のステップへ進む必要があろう。

今回の結果からみてもヨーロッパのチームに対して、全く歯が立たなかったわけではな

い。ゲームの最初は互角に戦えても後半になるとどのゲームでも同じようにミスが多くな

る傾向など、分析して対策を講じる点もかなりあると感じる。日本協会の強化部門で早急

に検討し、４年後を見据えた対応策をまとめることを願う。

一例をあげれば、テレビなどで観戦された方は感じられたことと思うが、日本の敗因の

ひとつに高さ対策とターンオーバー（ミスの総称）の多さがあげられる。ターンオーバー

９



のうちもっとも目立ったのはトラベリングの判定で、国際的に見てＦＩＢＡの審判と日本

の審判との間に判定基準の相違があるように思える。

トラベリングについて言えば、ここ数年間ルールは変わっていないのに国内の試合にお

いて判定が甘くなってはいないだろうか。選手は国内でプレイする長い間、日本国内の判

定基準に沿ってステップを身につけているので、国際試合になったから急に対応を変えろ

といわれてもそれは難しいだろう。

今回、日本代表チームのターンオーバーのデータをみると、他のチームより１試合平均

数個以上多い。日本国内で通用したステップがトラベリングと判定され、相手に得点の機

会を与えてしまった面も否めない。

近年、日本国内女子のゲームはスピードがあり、その分判定が甘くなって、攻撃時にパ

スを受けたときのステップからのドライブインなどが、正しい基準で判定されていないの

ではなかろうか。

日本の審判は、その技術レベルにおいて国際的にも評価されているという。しかしなが

ら、それは全審判員のうちごく一部の審判員に過ぎない。日常から国際的な基準に沿った

判定基準の確立と徹底を図り、国内のどのゲームにおいても統一した判定が確立されるこ

とを願う。

リバウンドとターンオーバーのデータ

セネガル戦

日本

セネガル

ラトビア戦

日本
－

フ トビア

チェコ戦

日本

チェコ

キューバ戦

日本

キ ューバ

ターンオーバー

２０

１２

ターンオーバー

１４

１６

タ ーン オー バー

１６

１１

ターンオーバー

２０

１５

リバウンド

３７

３６

リバウンド

３１

４０

リバウンド

３１

４４

リバウンド

３６

４３
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北京オリンピックを戦う１２チーム

男女共決まる

日本は出場できないが、この程男子世界最終予選がアテネで開催され、オリンピックに出場
する男女各１２チームが決まった。

ちなみにアジア代表は、男子がイラン、女子は韓国が出場する。

＊男子＊

＊女子＊

<出場国＞

スペ ィ ン

ァンゴラ

イラン

アメリカ合衆国

アルゼンチン

ロシア

リトアニア

オーストラリア

ギリシャ

クロアチア

ド イツ

中国

<出場国＞

オーストラリア

マ リ

韓国

アメリカ合衆国

ロシア

ニュージーランド

ラトビア

ベラルーシ

チ エ コ

ス ペ ィ ン

ブラジル

中国

<出場権獲得大会＞

2006世界選手権

２O07アフリカ選手権

２O07アジア選手権

子，･･，ｱ刈劾選輔
}‘･"量-.ﾂバ選輔

２O07オセアニア選手権

}世界最終予＆
開催国

く出場権獲得大会＞

2006世界選手権

2007アプリ力選手権

2O07アジア選手権

2O07アメリカ選手権

2O07ヨーロッパ選手権

2O07オセアニア選手権

l世界最終Ⅷ
開催国
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バスケットの歴史あれこれ

[編集部］

１．５８年前、ハワイＡＪＡが来日するまでボールは丸くなかった？

終戦後、昭和２０年代後半までボールやシューズなどの運道具類が極端に不足し、やっと国

産ゴム製のチューブに牛革の覆いをかぶせたボールが出回るが、牛革の覆いを糸で縫いつない

でいたので全体的には楕円形になってしまい、バウンドも良くなくボールによっても差が出た

りして、本当に丸いボールとは程遠い時期があった。

そんな中、昭和２５年(1950)３月、終戦後の日本スポーツ界にとって戦後初めての国際親善

バスケットボール試合が、ハワイＡＪＡオールスターチームを迎えて日本各地で大観衆を集め

て行われた。

当時ハワイＡＪＡと対戦した日本選抜チームの選手の中に､現在振興会会員の方がおられる

のでご紹介する。

全日本チ ー ム 監 督 牧 山 圭 秀 氏（早大ＯＢ）故人

選 手 Ｆ 関 口 荘 次 氏（教育大）

Ｇ池田博氏（東大／日本鋼管）

全日本学生軍選手Ｆ関口荘次氏（教育大）

Ｇ大塚周一氏（早大）

神戸学士クラブ選手Ｇ住田正二氏（東大ＯＢ）

ハワイＡＪＡは、ドリブルの巧みさとスピードある速攻から繰り出す華麗なワンハンドミド

ルシュートなどの技術格差で、対戦した日本チームを圧倒し、８戦全勝を収めて帰国した。

日本のバスケットボール界は､戦争で中断していたブランクから本場の進歩したバスケット

ボールを目のあたりにしてショックを受け、大きな影響を受けたことは今でも語り草になって

いる。

当時彼らが持参したアメリカ製のボールが、その後日本のバスケットボール用具の発展に大

変な影響を及ぼしたことは、あまり知られていないようである。以下当事のボールに関する興

味ある記事があるので原文に沿ってご紹介する。

２．「ほんとに丸い縫い目なしのボール、国体のバスケットに使用」

－ 昭和２５年９月一

ボールとは丸いものと昔から決まっているが､今度の国体のバスケットボール競技にはじめ

て本当に丸いボールが出現した。今春ハワイチームが来征したとき、彼らが日本のボールを手

にして「これではドリブルなどができるものではない、片手のシュートは無理だ」と言った。

それは日本のボールが皮を縫合して、その中にゴムのチューブが入っているので縫い目の加

減や皮の伸び縮みでイビツになるのに反して、米国製のボールは縫い目も全くないゴムボール

の上に皮が貼ってあったものだったからである。なるほどこのボールなら完全にボールから目
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を離しても自由にドリブルができるわけである。

日本バスケットボール協会では、ハワイチームから試合に使用したボール１個を譲り受けて

美津濃運動具店で研究にあたらせた。美津濃でこのボールを解剖した結果、技術的にもつとも

むずかしいのはゴムボールに皮を貼り付ける接着剤の質と目方の点であった。

そこでこのゴムだけのボールを夏ごろから作成したが、これはほとんど皮のボールと狂いも

なく、価格も大体靴と同じく千円程度となり、これによって高校や大学などでドリブルなどの

ボールハンドリングが格段によくなった。最近になって皮とゴムの接着剤が完成して、本格的

なボールが出現した。

このボールはまずゴムの中心となるボールを作り、これを絹布、綿布、絹布と三段に重ね、

野球のボールと同様に糸でしっかりとこれを包み、さらにゴムを貼り、皮を貼ったものに空気

を入れる。バルブも非常に進化し、米国製と同様、一度空気を入れると４日から６日まで保つ

ことが出来る。今までと違って使用しないときも空気を抜き取らずにおいておくのである。

単価は２千９百円でちょっと高いが、米国のボールが１０ドルから２０ドル（当時１ドル３

６０円）であるから、むしろ安いわけである。だが練習用には裏皮を使った２千円程度のボー

ルも試作中である。

この種の本格的ボールの出現によってボール界には革命が起こったわけで､今後のバスケッ

トボールの技術的進歩にも大いに役立つことになる。

３．日本代表バスケットボールチームのオリンピック初参加

北京オリンピックも開幕間近となってきたが､残念なことに日本のバスケットボールは男女

とも出場ができなくさびしい限りである。本誌第３５号においてベルリンオリンピックに出場

した記事を掲載したが、その後当時の状況や成績を掲載した専門誌が入手できたので、原文の

ままご紹介する。

ベルリンオリンピックはオリンピックとして第１１回目に当たり、日本の男子代表チームが

初めて参加した大会である。

専門誌を発行したのは、東京神田小川町にあった「運動社」で、“篭球日本”という誌名の

冊子。次ページに掲載するのは、その第１巻第２号で昭和１１年７月に発行されたもの。

記事の見出しが「オリムピック龍球競技」となっているのも面白い。
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バスケットボール版。私の履歴書

[歴史部］

振興会に所属され、バスケットボール界でも大先輩の方々のバスケットボール界における履

歴について、このほどシリーズにして掲載していくことになった。

明治４１年(1908)東京ＹＭＣＡの体育主事としてアメリカから帰国した大森兵蔵氏が、ＹＭ

ＣＡの奥庭にバスケットボールコートを設置してバスケットの指導をはじめてから今年でち

ょうど１００年になる。

歴史部会の前身、歴史編纂プロジェクトが平成１３年１月に会員に呼びかけて、この１００

年間のうちの５０年間ないしは７５年間にわたり、バスケットボールを愛好した方々からバス

ケットに関わった記録を収集した。その後歴史部で種々検討した結果、これらの歴史をバスケ

ットボール版「私の履歴書」として、会員の方々にご紹介した方がよいとの結論に達し、以後

箇条書きの形でシリーズ物として本誌上にて皆さんにご紹介していく。

中野富郎氏

バスケットボールとの初めての出会い

小学校６年生の時、先生方が紅白に分かれバスケットの試合をしていた。父が小学校の校長だ

ったので、常にバスケットを眺めていた。

学生時代のバスケットボール

日大時代２部にあり、常に１部昇格を目指して励んで来た。１部昇格時に、牧山圭秀氏を迎え

てバスケットを教わったこと。

社会人時代のバスケットボール

熊谷組が実業団に加盟し７部から１部に昇格した。加盟した時から連盟の理事に加えられ、組

織人として行動出来た。東京代表として国体に出場し、静岡、東京と２度優勝したこと。大阪

には２度敗れた。

バスケットボールを通じて感銘を受けたこと

バスケット人と交流を持てた事。（組織人として)冨士秀雄、黒川義雄、森井長太郎、笹岡太一

の各氏。

（チーム対戦）加島義一、辻光秀、下問光雄、成合具の各氏。

（人間として）横山堅七、田中秀次郎の各氏。

国際大会

東京オリンピック施設副委員長として丸山正敬氏と共に働いたこと。

提言、将来の希望や夢など

ＪＢＬは発展していくことを望むが、ＪＢＬの独走は如何なものか？

その他

代々木第一体育館をバスケット専用とするべきと思うが如何？
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難議議議
バスケットボールとの初めての出会い

昭和２０年８月１５日終戦。佐賀県立佐賀中学校（旧制）３年生。

体育館は米軍に接収され、米兵がバスケットボールを楽しんでいるのを見て興味を覚え、一緒

に遊ばせて貰う。学校でも体育の正課として取り入れられ、本格的にバスケットボールを始め

る。

学生時代のバスケットボール

昭和２３年第３回国民体育大会（高校）準優勝。

昭和２８年度（東京教育大学主将）関東大学選手権大会優勝。関東大学リーグ戦優勝。インタ

ーカレッジ優勝。全日本総合選手権大会優勝。当時はメジャースポーツ。両国メモリアルホー

ルが常に満杯（学生リーグ戦)。

社会人時代のバスケットボール

昭和２９年４月田辺製薬㈱入社。国民体育大会（札幌）一般優勝（大阪代表主力）

昭和３０年近畿総合選手権大会優勝。国民体育大会(神奈川)一般優勝（大阪代表主力）

昭和３１年全日本実業団大会対日本鋼管33-39で‘惜敗。

（その他）日本協会、関東実業団連盟、日本実業団連盟、日本学生連盟、関東大学連盟、東京

都協会、各理事

バスケットボールを通じて感銘を受けたこと

東京教育大学で小漂久男先生、吉井四郎先生との出会い。糸山隆司君とコンビを組んだこと。

田辺製薬で高校時代のコンビ武蔵栄吉氏と再度コンビを組み。多くの試合で優勝。現在も親交

を保っていること。

国際大会

昭和２７年ハーレム・グローブトロッターズ戦に全関東学生チームの一員として出場、最初の

得点（フリー･スロー)。

昭和２８年東南アジア選手権大会（バンコック）出場。

フィリッピンＹＣＯチームに東京教育大学単独チームで６３－５９で勝ったこと◎

昭和２９年第２回アジア大会（マニラ）出場、銅メダル。

提言、将来の希望や夢など

日本協会組織の確立と強化。

メジャースポーツへの努力◎

企業チームの再検討（ＪＢＬ、ＷＪＢＬ）と実連との関係改善。

バスケット界ＯＢ（長老）への配慮、元老の扱いが不充分。

日本人の指導者の育成（日本チームの指導は日本人で。日本型バスケットの見直し）
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ＲＥＵＳＥを考える

[環境の総合情報商社］

“地球にやさしく，，どこかで見たような聞いたような言葉。

あなたはリサイクルに関心を持っていますか？

“地球環境をこれ以上汚したくない，，これが私たちの願いで

あるとともに、人類に課せられた大きな課題です。

当社は携帯電話やパソコンなど、鉄を除いた金属（レアメタ

ル）の回収、再生（リサイクル）を主な業務にしている会社

です。

日本のバスケットボールの振興、発展を応援します。

Iノユース。ビズテツク株式会社
〒３３３－０８４２

埼玉県川口市前川２－３３－１

ＴＥＬＯ４８－２６３－７０２３

ＦＡＸＯ４８－２６９－８００９

代表取締 役 永 野 鉄 洋
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